
五
月
二
十
日
の
総
会
で
予
算
・
決
算
、
事
業
計
画
、

新
人
事
、
組
織
整
備
…
な
ど
を
承
認
し
て
も
ら
い
、

い
よ
い
よ
平
成
二
十
七
年
度
の
神
漢
連
の
活
動
が

始
ま
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
四
月
か
ら
は
す
で
に
第

九
期
生
に
あ
た
る
初
心
者
入
門
講
座
が
動
き
だ
し

て
い
る
。
今
年
は
例
年
を
大
き
く
上
回
る
五
十
数
名

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
教
室
と
な
る
神
奈
川
近
代
文

学
館
中
会
議
室
は
定
員
五
十
名
、
や
む
な
く
数
名
の

方
々
に
は
漢
詩
鑑
賞
会
を
紹
介
し
、
実
作
講
座
は
来

年
ま
で
待
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
文
字
通
り
う

れ
し
い
悲
鳴
だ
。

ど
う
し
て
今
年
は
こ
ん

な
に
大
盛
況
に
な
っ
た
の

か
、
実
の
と
こ
ろ
よ
く
分

ら
な
い
。
八
年
間
の
様
々

な
実
績
、
中
で
も
内
容
充

実
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
定

着
し
た
こ
と
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
団
塊
の
世

代
が
本
格
的
な
定
年
退
職
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
世
代
は
現
役
時
代
、
仕
事
で
パ
ソ
コ
ン
を
あ
た

り
前
に
使
い
こ
な
し
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
神
漢
連

の
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
た
や
す
い
こ
と
だ
ろ
う
。

仲
間
で
そ
ん
な
話
を
し
て
、
初
心
者
入
門
講
座
の
盛

況
ぶ
り
を
一
応
納
得
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
神
漢

連
の
活
動
の
盤
石
の
基
盤
は
こ
の
初
心
者
入
門
講

座
に
あ
る
。
こ
こ
か
ら
年
毎
の
漢
詩
サ
ー
ク
ル
が
出

来
、
漢
詩
の
勉
強
と
と
も
に
神
漢
連
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
〝
人
財
〟
が
輩
出
す
る
。
各
サ
ー
ク
ル
交
流
会

が
発
展
し
て
「
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
」
が
生
ま
れ
、

城
田
六
郎
理
事
を
中
心
に
「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一

歩
―
―
佩
文
齋
詠
物
詩
選
七
絶
抄
」
を
神
漢
連
叢
書

第
一
号
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
二
月
に

は
漢
詩
女
子
会
と
し
て
古
田
光
子
・
水
城
ま
ゆ
み
さ

ん
を
中
心
に
「
霧
笛（
無
敵
）女
子
会
」
も
誕
生
し
た
。

人
間
に
も
組
織
に
も
求
心
力
と
遠
心
力
が
あ
る
。

二
つ
の
力
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
活
動
が
ひ

ろ
が
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
二
つ
の
力
の
強
弱
に
差
が
あ

り
す
ぎ
る
と
、
力
の
働
き
に
ゆ
が
み
が
で
て
充
実
し

た
活
動
は
で
き
な
く
な
る
。
神
漢
連
の
求
心
力
は
何

よ
り
も
初
心
者
入
門
講
座
で
あ
る
。「
バ
ト
ル
漢
詩

甲
子
園
」
や
霧
笛
女
子
会
は
遠
心
力
に
相
当
す
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
来
年
は
神
漢
連
設
立
十
周
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
。

十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
た

い
と
思
う
。
十
周
年
企
画
委
員
会
も
動
き
始
め
て
い

る
。
力
強
く
組
織
の
〝
遠
心
力
〟
が
機
能
す
る
よ
う
に

願
っ
て
い
る
。
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
そ
し
て
地
元
の

横
浜
中
華
街
、
神
奈
川
新
聞
社
、
有
隣
堂
、
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
、

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
横
浜
…
な
ど
の
企
業

と
提
携
す
る
か
た
ち
で
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」
方

向
で
神
漢
連
を
さ
ら
に
ひ
と
回
り
大
き
く
し
た
い
。
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神
漢
連
設
立
十
周
年
に
向
か
っ
て

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
長
　
岡
崎 

満
義
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五
月
二
十
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
第
十
回
総
会

（
出
席
者
七
十
四
名
、
懇
親
会
四
十
四
名
）
の
主
た
る

決
議
事
項
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
後
の
実
施

項
目
を
含
め
て
以
下
の
如
く
報
告
す
る
。

一
、
人
事

・	

会
長
以
下
理
事
・
運
営
委
員
は
全
員
留
任

・	

中
島
義
和
氏
を
運
営
委
員
に
新
任

二
、
決
算
報
告
・
予
算
案

・	

提
案
通
り
、
承
認
さ
れ
た
。（
十
一
頁
に
掲
載
）

三
、
規
約
改
定
：（
改
定
規
約
は
会
報
に
同
封
送
付
）

・	

会
員
数
二
百
五
十
名
に
成
長
し
た
連
盟
の
実

情
に
合
う
よ
う
に
改
定

・	

主
た
る
改
定
項
目
は

	

総
会
／
理
事
会
／
執
行
理
事
会
の
機
能
・
役

割
の
明
確
化

	

執
行
グ
ル
ー
プ
組
織
の
新
設

	

補
則
に
竹
林
舎
規
定
を
追
加　

等

四
、
活
動
計
画

・	

従
来
か
ら
の
活
動
は
今
年
度
も
継
続

・	

昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
竹
林
舎
舎
友
に
よ
る

次
の
事
項
も
継
続
実
施

	

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ	

（
講
師　

玉
井
幸
久
舎
友
）

	

漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

住
田
笛
雄
舎
友
）

	

霧
笛（
無
敵
）女
子
会（

講
師　

古
田
光
子
舎
友
）

	

鑑
賞
会
Ｃ
・
七
絶
一
歩
（
講
師　

城
田
六
郎
・

飯
沼
一
之
・
桜
庭
慎
吾
舎
友
）は
六
月
二
十
三

日
（
火
）
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
ス
タ
ー
ト
し

た
。（
四
頁
に
記
載
）

五
、
今
年
度
の
重
要
検
討
課
題

・	

年
会
費
問
題

	

次
の
二
つ
の
視
点
か
ら
検
討
開
始
、
十
分
議

論
を
し
て
慎
重
に
対
処

	

＊	

年
会
費
だ
け
で
連
盟
の
経
常
経
費
を
充
足

す
る

	

＊	

全
日
本
漢
詩
連
盟
か
ら
の
一
括
加
入
要
請

へ
の
対
応

・	

神
漢
連
創
立
十
周
年
記
念
行
事
（
来
年
十
月
）

の
準
備
作
業

	
	

連
盟
若
手
を
中
心
に
企
画
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た（
敬
称
略
）

	
　

田
原
、
三
村
、
高
津
、
池
上
、
生
駒
、
板
本
、

	
　

妹
脊
、
大
原
、
大
森（
冽
）、
小
菅
、
香
取
、

	

　

中
島（
義
）、
久
川（
憲
）、
松
井
、
横
溝（
比
）

	

第
一
回
会
合
を
六
月
十
九
日
に
開
催
、
検
討

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

◇
講
演　

石
川
忠
久　

先
生

◇
講
題　

「
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
」

　

講
演
録
は
今
号
よ
り
掲
載
を
省
略
し
て
お
り
ま
す
。

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
音

声
の
み
に
て
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は

（http://shinkanren.sakura.ne.jp/

）

　

な
お
、
希
望
者
に
は
Ｃ
Ｄ
化
し
、
講
演
資
料
も
添

付
し
て
頒
布
し
ま
す
。

　

頒
布
価
格　

五
〇
〇
円（
送
料
込
）

　

申
し
込
み
方
法
は
会
報
同
封
の
振
込
み
用
紙
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

総
会
懇
親
会

　
　
石
川
忠
久
先
生
玉
詩

新
知
舊
識
垂
三
百
　
新
知
旧
識
　
三
百
に
垂
ん
と
す

切
磋
年
年
意
自
雄
　
切
磋
年
々
　
意
自
か
ら
雄
な
り

席
捲
扶
桑
文
氣
盛
　
扶
桑
を
席
捲
し
て
文
気
盛
ん

更
加
潑
溂
女
郎
風
　
更
に
加
る
溌
剌
た
る
女
郎
の
風

　
　
窪
寺
　
啓
先
生
玉
詩

高
堂
佳
宴
笑
談
融
　
高
堂
の
佳
宴
　
笑
談
融と

く

金
港
詩
人
意
氣
雄
　
金
港
の
詩
人
意
気
雄
な
り

歲
歲
親
交
及
三
百
　
歳
々
親
交
三
百
に
及
ぶ

蜻
州
最
盛
靚
妝
風
　
蜻
州
最
盛
靚
妝
の
風

第
十
回
総
会
結
果
の
報
告

�

事
務
局
長
　
三
村�

公
二

総
会
講
演
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第
四
回
サ
ー
ク
ル
交
流
会
は
三
月
六
日
（
金
）、
神

奈
川
近
代
文
学
館
に
お
い
て
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
昨
年
度
の
新
人
研
修
後

に
発
足
し
た
「
八
起
会
」
を
加
え
て
九
サ
ー
ク
ル
、
一

般
参
加
者
も
含
め
て
合
計
六
十
九
名
が
参
加
し
て
実

施
さ
れ
た
。
各
サ
ー
ク
ル
の
バ
ト
ラ
ー
は
事
前
討
議

を
十
分
に
行
っ
て
、
バ
ト
ル
に
参
加
し
た
た
め
昨
年

以
上
の
活
発
な
バ
ト
ル
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
の
「
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
」
の
概
要
、
特
色

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

◎	

本
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
窪
寺
先
生
に
予

め
「
金
港
雪
朝
」
の
詩
題
を
事
前
に
頂
い
た
。
こ
の

た
め
サ
ー
ク
ル
員
が
同
一
の
詩
題
で
作
詩
し
た
た

め
、
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
作
の
選
抜
、
他
サ
ー
ク
ル

の
作
品
に
つ
い
て
事
前
討
議
を
十
分
に
行
う
こ
と

が
出
来
た
。
こ
の
こ
と
が
バ
ト
ル
本
番
で
の
議
論

を
昨
年
以
上
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本

年
度
も
窪
寺
先
生
に
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
作
品
に

懇
切
な
る
批
正
、
添
削
、
講
評
の
ご
指
導
を
頂
い

た
。
本
年
度
の
優
秀
作
品
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

	

　
　

最
優
秀
賞　
　

金
星
会　

上
田	

尤
子

	

　
　

優
秀
賞　
　
　

三
水
会　

大
谷	

明
史

	

　
　

佳
作
賞　
　
　

岳
精
会　

前
嶋	

彩
江

◎	

今
年
は
窪
寺
先
生
の
選
考
と
は
別
に
参
加
者
全
員

が
自
分
の
好
き
な
作
品
に
投
票
す
る
こ
と
を
実
施

し
た
。
投
票
結
果
は
、
窪
寺
先
生
の
評
価
と
会
員

の
評
価
が
全
く
異
な
る
結
果
と
な
り
、
参
加
者
の

興
を
誘
う
こ
と
に
な
っ
た
。
上
位
の
作
品
に
は
懇

親
会
場
で
会
長
特
別
賞
が
贈
ら
れ
た
。

◎	

昨
年
の
詩
吟
・
揮
毫
作
品
の
展
示
に
加
え
て
、
本

年
は
フ
ォ
ト
＆
漢
詩
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

	

詩
吟
は
最
優
秀
作
品
が
バ
ト
ル
会
場
で
、
そ
の
他

は
懇
親
会
場
で
吟
詠
さ
れ
た
。

	

展
示
作
品
は
、
揮
毫
「
八
つ
切
り
」
四
首
、「
色
紙
」

四
首
、
フ
ォ
ト
＆
漢
詩
十
一
首
、
そ
の
他
の
方
の

色
紙
四
首
で
あ
っ
た
。

◎	

懇
親
会
は
例
年
通
り
会
場
を
移
し
て
総
勢
五
十
九

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
吟
詠
を
は
じ
め
楽
し
い

ス
ピ
ー
チ
が
飛
び
交
っ
て
サ
ー
ク
ル
間
の
交
流
を

深
め
る
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

	

窪
寺
先
生
か
ら
懇
親
会
場
で
次
の
即
興
玉
詩
を
頂

い
た
。

　
　
懇
親
會
席
上
卽
詠�
窪
寺�
貫
道
　
　

鬪
詩
戰
罷
港
邊
樓
　
詩
を
闘
わ
せ
　
戦
い
罷
む
　
港
辺
の
楼

歲
歲
更
爲
翁
媼
游
　
歳
々
　
更
に
為
す
　
翁
媼
の
遊
び

料
峭
春
風
吹
萬
里
　
料
峭
　
春
風
　
万
里
を
吹
き

各
聲
赫
赫
滿
蜻
州
　
各
声
　
赫
々
　
蜻
州
に
満
つ

佳作賞作品（岳精会） 優秀賞作品（三水会） 最優秀賞作品（金星会）

【 金 港 雪 朝 】 作品と窪寺先生の批正

「金港雪朝」
で

バトル!!

第三回
バトル漢詩甲子園
盛会裏に終了
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「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」（
佩
文
齋
詠
物
詩
選

七
絶
抄
）
が
神
漢
連
か
ら
発
行
さ
れ
て
半
年
余
り
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
に
こ
れ
を
利
用
し
た
勉
強
会

を
ぜ
ひ
行
い
た
い
と
い
う
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
連
盟
で
は
こ
の
声
を
聞
き
入
れ
て
、
新
た
に
、

鑑
賞
会
Ｃ
「
七
絶
一
歩
」
と
銘
打
っ
て
鑑
賞
会
Ａ
、
Ｂ

に
続
い
て
Ｃ
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

初
回
は
六
月
二
十
三
日
（
火
）
近
代
文
学
館
大
ホ
ー

ル
に
六
十
余
名
の
会
員
が
集
い
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
城
田
六
郎
講
師
に
よ
る
講
義
が
一
東
の
韻
よ
り

十
首
（
予
定
は
十
二
首
）
の
解
説
が
行
わ
れ
、
詩
の
内

容
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
代
の
背
景
、
作
者
の
略
伝

な
ど
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
。
話
は
熱
を
帯
び
予
定
時

間
内
に
収
ま
ら
ず
終
わ
り
の
二
詩
を
残
し
次
回
ま
わ

し
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」
は
白
文
と
作
者
の
み

の
記
述
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
理
解
困
難
な
点
が

あ
り
、
城
田
六
郎
、
飯
沼
一
之
、
桜
庭
慎
吾
の
三
氏
に

よ
り
読
み
下
し
文
と
語
釈
、
詩
の
解
説
を
お
願
い
し
、

こ
れ
を
新
た
な
資
料
と
し
て
参
加
者
に
配
布
し
た
。

従
っ
て
講
義
に
加
え
詩
の
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
主

催
関
係
者
一
同
安
堵
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

　

引
き
続
き
こ
の
「
七
絶
一
歩
」
は
七
月
二
十
八
日

（
火
）
飯
沼
一
之
講
師
、
八
月
二
十
五
日
（
火
）
桜
庭
慎

吾
講
師
の
担
当
に
よ
り
近
代
文
学
館
大
ホ
ー
ル
で
の

開
催
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
だ
会
場
に
は

余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
さ
ら
に
多
く
の
会

員
の
参
加
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
当
日

会
場
で
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
年
会
費

二
千
円
で
す
。

	

（
中
島	

龍
一
）

　

「
佩
文
齋
詠
物
詩
選
七
絶
抄
」
は
当
初
、
神
漢
連
会

員
の
詩
作
に
役
立
て
て
頂
こ
う
と
編
集
・
発
刊
し
た
の

で
あ
る
が
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
の
会
報
に
紹
介
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
北
は
東
北
か
ら
南
は
九
州
ま
で
全
国

か
ら
の
引
き
合
い
が
続
き
、
最
初
に
印
刷
し
た
二
〇
〇

冊
は
忽
ち
売
り
切
れ
た
。
将
来
的
に
も
価
値
が
下
が
ら

な
い
役
に
立
つ
本
だ
か
ら
と
い
う
皆
さ
ん
の
声
に
お

さ
れ
て
、
二
〇
〇
冊
増
刷
し
た
ら
印
刷
所
か
ら
サ
ー
ビ

ス
で
も
ら
っ
た
三
十
冊
を
残
し
て
完
売
し
た
。
神
漢
連

関
係
者
で
約
百
五
十
冊
、
残
り
の
二
百
五
十
冊
は
他

県
連
の
方
に
買
っ
て
頂
い
た
勘
定
に
な
る
。
こ
れ
は

近
畿
漢
詩
連
盟
や
東
京
都
漢
詩
連
盟
の
よ
う
に
自
ら

の
会
報
に
こ
の
本
を
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
も
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。
た
だ
た
だ
感
謝
、
感
謝
で
あ
る
。

　

又
、
こ
の
本
を
買
っ
て
頂
い
た
二
〜
三
の
他
県
連

の
方
か
ら
、
こ
の
本
の
詩
は
市
販
の
漢
詩
関
連
の
本

に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
詩
が
多
い
。
神
奈
川
で
は
ど

う
や
っ
て
勉
強
し
て
お
ら
れ
る
の
か
？	

と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
竹
林
舎
舎
友
の
先
生
方
に
よ

る
「
漢
詩
鑑
賞
会
Ｃ
―

七
絶
一
歩
―

」
の
講
義
の
意
義

は
そ
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

	

（
三
村	

公
二
）

　

平
成
二
十
七
年
二
月
三
日
、
神
奈
川
近
代
文
学
館

で
女
性
だ
け
の
勉
強
会（
偶
数
月
・
第
一
火
曜
日
）が
始

ま
り
ま
し
た
。
岡
崎
会
長
に
「
霧
笛
女
子
会
」
と
名
付

け
て
い
た
だ
き
、
気
分
が
ぐ
〜
ん
と
若
返
り
ま
し
た
。

　

水
城
先
生
の
穏
や
か
な
、
ゆ
っ
た
り
し
た
司
会
で

始
ま
り
、
古
田
先
生
の
明
る
く
張
り
の
あ
る
声
で
、

二
千
年
を
隔
て
た
詩
（
作
者
又
は
詩
の
内
容
が
女
性
）

が
テ
ン
ポ
良
く
解
説
さ
れ
ま
す
。
詩
人
達
、
詩
の
中

の
登
場
人
物
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
が
、
俄
然
血

と
肉
を
持
ち
、
生
き
生
き
と
し
て
動
き
出
し
、
目
の

前
に
喜
怒
哀
楽
の
物
語
を
繰
り
広
げ
、
瞬
く
間
に
一

時
間
余
り
の
時
が
過
ぎ
ま
す
。
古
田
先
生
の
講
義
の

後
、
二
回
目
か
ら
は
詩
遊
会
の
横
溝
比
呂
美
さ
ん
が

  
【
連
盟
の
諸
活
動
】

鑑
賞
会
Ｃ
「
七
絶
一
歩
」
新
た
に
開
催

「
霧
笛
女
子
会
」
に
参
加
し
て

「
七
絶
こ
こ
か
ら
一
歩
」
販
売
状
況

神
漢
連
叢
書「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」

全
国
に
展
開
！
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「
漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ
」
の
「
唐
詩
選
画
本
」
で
研
究
さ
れ
た

資
料
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
調
べ
ら
れ
て
お
り

漢
詩
学
習
へ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に

し
て
も
、
江
戸
時
代
の
か
な
文
字
の
難
読
な
こ
と
！

　

帰
り
は
「
女
子
会
」
な
ら
で
は
の
ポ
ー
ト
ピ
ア
で

ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
と
お
喋
り
で
「
締
め
」
と
な
り
ま
す
。

「
あ
ゝ
、
充
実
し
た
、
楽
し
い
半
日
だ
っ
た
な
ぁ
」
と

満
ち
足
り
た
思
い
で
、
み
な
と
の
み
え
る
丘
公
園
を

後
に
し
ま
す
。	

（
久
川	

愛
子
）

　

五
月
二
十
日
の
総
会
の
日
の
午
前
中
に
第
二
回
寄

贈
本
頒
布
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
初
、
サ
ー
ク
ル
交
流

会
で
頒
布
す
る
予
定
を
総
会
の
時
に
と
延
長
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
又
、
会
報
で
二
度
に
渡
る
蔵
書
ご
寄
贈

の
お
願
い
を
し
た
結
果
、
我
が
家
に
段
ボ
ー
ル
十
箱

分
、
二
百
三
十
五
冊
の
ご
寄
贈
本
が
集
ま
っ
た
。
ご

寄
贈
頂
い
た
の
は
次
の
六
名
の
方
々
で
、
特
に
、
松
田

様
（
故
人
）
、
塚
本
様
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
本
の
ご
寄
贈

を
い
た
だ
き
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

松
田
滋
様
（
故
人
）
、
塚
本
周
吉
様
、
城
田
六
郎
様
、

中
島
龍
一
様
、
室
橋
幸
子
様
、
大
本
久
様

　

今
回
の
本
に
は
、
和
綴
じ
の
詩
集
、
手
作
り
の
詩
語

集
、
個
人
の
詩
集
、
書
道
関
係
／
吟
詠
関
係
の
蔵
書
等
、

事
務
局
で
は
価
値
の
分
か
ら
な
い
本
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
の
で
皆
さ
ん
に
買
っ
て
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か
心

配
し
た
が
、
全
て
杞
憂
に
終
わ
り
見
事
完
売
で
き
た
。

　

前
回
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
朝
早
く
か
ら
並
ん
で

手
に
入
れ
た
本
を
大
事
そ
う
に
持
っ
て
帰
ら
れ
る
姿

を
拝
見
し
て
い
る
と
、
ご
寄
贈
頂
い
た
先
輩
方
の
お

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
苦
労

は
あ
っ
た
が
こ
の
頒
布
会
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と

い
う
思
い
が
非
常
に
強
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
又
企
画

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

尚
、
頒
布
会
で
得
ら
れ
た
浄
財
は
、
今
後
の
神
漢

連
の
活
動
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	

（
三
村	

公
二
）

　

恒
例
の
研
修
会
は
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
わ
れ

た
。
一
グ
ル
ー
プ
は
六
月
三
日
（
水
）、
二
グ
ル
ー
プ

は
六
月
九
日
（
火
）、
三
グ
ル
ー
プ
は
六
月
二
十
五
日

（
木
）
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
提
出
詩
は
合
わ
せ

て
三
十
五
首
で
あ
っ
た
。

　

今
回
も
、
名
前
を

伏
せ
た
詩
に
対
し

て
各
人
が
投
票
し
、

得
点
を
競
っ
た
が

皆
、
上
位
は
接
戦
で

あ
っ
た
。
各
詩
に
つ

い
て
忌
憚
の
な
い

意
見
、
講
評
を
出
し

合
っ
て
有
意
義
な

研
修
で
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
高
得
点
の
詩
は
以
下
に
紹
介
す
る
。

第
一
グ
ル
ー
プ

『
上
高
地
遇
驟
雨
』

　
　
上
高
地
に
て
驟し
ゅ
う
う雨

に
遇
う�

喜
多�

基
　
　

天
靑
鶯
韻
响
山
麓
　
天
青
く�

鴬お
う

韻い
ん�

山
麓
に
響
き

水
洌
銀
鱗
躍
澗
淵
　
水
洌き

よ
く�

銀
鱗�

澗か
ん

淵え
ん

に
躍
る

電
閃
俄
奔
雷
獸
吼
　
電
閃�

俄に
わ
かに

奔は
し

り�

雷
獣
吼
ゆ

雨
師
乍
去
玉
虹
懸
　
雨
師�

乍た
ち
まち

去
り
て
玉

ぎ
ょ
く
こ
う虹

懸
る

　

こ
の
詩
は
、
全
対
格
仕
立
て
に
し
、
併
せ
て
起
承

句
の
読
み
下
し
も
音
数
律
的
に
対
句
に
な
る
よ
う
に

試
み
た
も
の
で
す
。
取
り
組
ん
で
み
て
直
ぐ
に
、
緊

密
な
対
句
表
現
は
如
何
に
難
し
い
か
を
痛
感
し
、
こ

の
よ
う
な
無
謀
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
百
年
早
い
と
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

��

天
靑�

鶯
韻�

响
山
麓
　
　
　
電
母�

俄
奔�

轟
霹
靂

��

水
白�

銀
鱗�

躍
澗
溪
　
　
　
雨
師�

乍
去�

掛
虹
霓

　

こ
の
よ
う
に
並
べ
て
み
る
と
一
応
対
句
ら
し
く
な

り
ま
し
た
が
、「
水
白
」
が
上
高
地
の
梓
川
の
清
流
の

イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
な
い
た
め
「
水
洌
」
に
変
更
し
、
突

然
の
稲
妻
を
表
す
に
は
「
電
母
」
よ
り
「
電
閃
」
が
相

応
し
い
と
思
わ
れ
、「
轟
霹
靂
」
は
、「
雷
獸
吼
」
の
方

が
劇
的
だ
と
考
え
て
置
き
換
え
ま
し
た
。

　

鶯
韻
と
銀
鱗
は
、
読
み
下
し
た
時
の
音
数
が
対
に

な
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ウ
イ
ン
・
ギ
ン
リ
ン
の
響
と

リ
ズ
ム
の
効
果
も
意
図
し
ま
し
た
。

第
二
回
寄
贈
本
頒
布
会
見
事
完
売
！

恒
例　
春
季
研
修
会
開
催

高
得
点
者
紹
介
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研
修
会
場
で
は
、
先
生
方
や
諸
先
輩
か
ら
、
律
詩

の
作
詩
を
見
据
え
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
対
句
表
現
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
具
体
的
な
詩
語
を
示
さ
れ
て
の

懇
切
な
ご
解
説
や
多
く
の
ご
意
見
を
賜
り
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
先
学
の
方
々
の
豊
富
な
知
識
に
直
接

触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
非
常
に
貴
重
な
場
で
あ
り
、

神
漢
連
の
素
晴
ら
し
い
制
度
だ
と
存
じ
ま
す
。

第
二
グ
ル
ー
プ

『
甲
州
春
景
』

　
　
甲
州
春
景�
丹
下�
和
幸
　
　

佛
曉
靈
峰
紅
雪
輝
　
払
暁
の
霊
峰�

紅
雪
輝
き

東
風
八
嶽
白
雲
飛
　
東
風
八
岳�

白
雲
飛
ぶ

登
高
俯
瞰
甲
州
景
　
登
高�

俯
瞰
す�

甲
州
の
景

滿
地
桃
芲
如
錦
衣
　
満
地
の
桃
花�

錦
衣
の
如
し

　

数
年
前
、
親
し
い
仲
間
達
と
連
れ
立
っ
て
甲
州
及

び
信
州
地
方
の
札
所
巡
り
を
行
っ
た
。

　

そ
の
折
、
素
晴
ら
し
く
も
懐
か
し
い
日
本
の
原
風

景
に
出
会
い
そ
の
風
情
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
る
と

と
も
に
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
日
本
国
に
生
を
享

け
有
難
い
こ
と
だ
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

　

そ
の
時
の
風
情
と
自
分
の
思
い
を
詩
に
詠
ん
だ
次

第
で
す
。

　

神
漢
連
の
初
心
者
入
門
講
座
以
来
数
々
の
御
指
導

を
頂
き
ま
し
た
岡
崎
会
長
初
め
諸
先
生
方
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
グ
ル
ー
プ

『
大
島
懷
鄕
』

　
　
大
島
懐
郷�

大
森�

冽
子
　
　

瞻
望
島
影
豆
州
春
　
瞻え

ん

望
す
島
影�

豆
州
の
春

避
難
三
旬
寄
此
身
　
避
難�

三
旬�

此
の
身
を
寄
す

噴
火
何
忘
衰
老
裏
　
噴
火�

何
ぞ
忘
れ
ん�

衰
老
の
裏

故
林
今
日
滿
山
椿
　
故
林
今
日�

満
山
の
椿
な
ら
ん

　

こ
の
詩
は
、
椿
の
季
節
に
「
故
郷
」
の
詩
を
作
ろ
う

と
思
い
、
東
京
が
故
郷
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
描
け
ず
、

架
空
の
故
郷
を
創
作
す
る
こ
と
に
し
て
、
避
難
の
住

処
か
ら
故
郷
を
懐
か
し
む
舞
台
設
定
に
し
ま
し
た
。
鎌

倉
由
比
ヶ
浜
か
ら
は
大
島
が
指
呼
に
見
え
ま
す
。
偶
々

創
作
時
の
紙
上
に
三
原
山
の
噴
火
の
記
事
も
あ
っ
た

り
し
て
噴
火
で
荒
れ
た
地
も
今
で
は
緑
が
再
生
し
て

い
る
だ
ろ
う
と
の
思
い
が
湧
き
作
詩
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
三
旬
」
は
複
数
解
釈
で
き
る
の
で

「
三
年
」
に
、「
衰
老
裏
」
は
「
衰
老
處
」
に
、
又
、
覚
悟

で
使
っ
た
「
椿
」
は
や
は
り
国
字
の
ご
指
摘
を
免
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
作
詩
時
に
許
容
さ
れ
る
範
囲

に
つ
い
て
、「
冒
韻
」、「
通
韻
」、「
挟
み
平
」
に
つ
い
て

は
各
人
、
異
な
る
考
え
を
持
っ
て
作
詩
し
て
い
る
こ

と
、
国
字
の
こ
と
も
含
め
、
必
ず
し
も
結
論
に
至
ら

な
い
ま
で
も
、
議
論
百
出
、
駆
け
出
し

に
は
一
々
為
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
吟
行
会
は
六
月
二
日
（
火
）、
三
日
（
水
）
に

三
島
駅
に
集
合
・
解
散
の
一
泊
二
日
の
伊
豆
の
旅
を

催
し
た
。
参
加
者
は
詩
游
会
員
と
他
七
名
の
全
十
七

名
の
一
団
。
先
ず
は
、
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
に
向
か
い
、

井
上
靖
文
学
館
に
て
多
く
の
文
学
作
品
に
接
し
た
。

同
時
に
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ブ
ュ
ッ
フ
ェ
美
術
館
に
立
ち

寄
っ
た
方
も
多
か
っ
た
。
ク
レ
マ
チ
ス
の
丘
で
は
色
、

種
類
な
ど
様
々
の
花
々
を
見
て
詩
嚢
を
肥
や
し
た
一

時
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
朝
日
新
聞
で
長
期
に
わ
た

り
連
載
さ
れ
た
大
岡
信
の
「
折
々
の
歌
」
の
展
示
「
大

岡
信
こ
と
ば
館
」
に
立
ち
寄
り
、
和
歌
、
俳
句
、
漢
詩

の
名
詩
、
名
言
に
心
を
洗
わ
れ
た
。

　

夜
は
長
岡
温
泉
に
宿
泊
し
、
山
海
の
幸
を
味
わ
い
、

美
酒
に
酔
っ
た
。
後
は
三
更
ま
で
漢
詩
談
義
、
神
漢

連
の
将
来
な
ど
話
は
尽
き
な
か
っ
た
。
翌
朝
は
残
念

な
が
ら
雨
天
、
富
士
を
見
上
げ
る
こ
と
は
出
来
ず
、

送
迎
バ
ス
に
て
「
韮
山
の
反
射
炉
」
へ
と
向
か
っ
た
。

近
々
世
界
遺
産
に
認
定
予
定
の
歴
史
遺
産
で
あ
る
。

江
戸
時
代
末
期
に
自
国
防
衛
と
は
い
え
こ
の
よ
う
な

工
業
炉
が
出
来
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　

次
は
「
茶
摘
み
体
験
」
で
あ
る
。
茶
摘
み
は
格
好

（
身
仕
度
）
か
ら
は
じ
ま
る
。
例
の
茶
摘
み
の
衣
装
で

あ
る
。
紅
い
腰
巻
、
紺
の
着
物
、
背
中
に
は
紅
い
リ
ボ

  【
吟
社
の
活
動
報
告
】

詩
游
会
「
伊
豆
吟
行
会
」
開
催
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ン
、
茜
タ
ス
キ
に
豆
絞

り
の
姉
さ
ん
か
ぶ
り
、

こ
こ
ま
で
す
る
と
翁
媼

皆
二
八
の
娘
に
変
身
と

な
っ
た
。
後
ろ
姿
は
誰

と
も
分
か
ら
な
い
。
意

は
童
心
で
あ
る
。
ボ
ン

ザ
ル
を
片
手
に
茶
畑
ま

で
坂
道
を
登
る
こ
と
数
分
、
茶
摘
み
歌
も
よ
ろ
し
く
、

蛙
の
鳴
声
、
燕
の
飛
翔
な
ど
作
詩
の
情
景
は
十
分
整
っ

て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
摘
ん
だ
新
芽
は
お
茶
に
加
工
し
た

方
、
ま
た
あ
る
人
は
天
ぷ
ら
に
し
て
召
し
上
が
っ
た
と

後
日
伺
っ
た
。
三
島
駅
前
に
て
鰻
を
食
し
て
解
散
と

な
っ
た
。
茶
摘
体
験
の
詩
を
試
み
た
。	

（
川
上	

修
己
）

　
　
茶
摘
体
驗�

川
上�

修
己
　
　

靑
靑
山
際
薄
雲
流
　
青
々
た
る
山
際
　
薄
雲
流
る

寀
摘
時
宜
翠
茗
丘
　
採
摘
の
時
宜
し
　
翠
茗
の
丘

翁
媼
緋
裙
娘
子
扮
　
翁
媼
の
緋
裙
　
娘
子
の
扮

龒
芽
一
笊
已
忘
羞
　
龍
芽
一
笊
　
已
に
羞
を
忘
る

　

結
成
三
年
目
に
し
て
、
詩
集
の
発
刊
を
遂
げ
た
。

是
会
員
諸
氏
の
努
力
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

二
十
七
年
度
は
「
詩
語
雑
記
帳
」（
仮
称
）
を
作
成
す

べ
く
進
行
中
。
主
旨
は
各
人
が
学
び
、
体
験
し
た
事
を

提
起
し
て
「
べ
か
ら
ず
集
」
風
の
詩
語
辞
典
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る（
間
違
っ
て
覚
え
た
事
も
含
む
）。

　

起
縁
は
以
文
会
発
足
時
に
、
中
島
龍
一
先
生
よ
り

「
漢
詩
語
録
」
を
頂
き
、
座
右
の
銘
と
し
て
活
用
し
て
き

た
が
、
三
年
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
第
二
弾
を
お
願

い
し
た
処
「
も
う
自
分
達
で
作
れ
」
と
纏
め
る
事
の
必

要
性
を
言
わ
れ
て
、
思
い
立
っ
た
事
が
き
っ
か
け
で

あ
る（
中
島
先
生
は
二
年
目
で
お
作
り
に
な
っ
た
由
）。

　

二
年
掛
り
で
纏
め
る
予
定
な
の
で
、
十
一
期
生
の

頃
に
は
利
用
し
て
頂
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
く
ま

で
も
初
心
者
対
象
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
の
勉
強
会
に
は
特
別
講
師
を
お
迎
え
し
、

講
話
を
お
願
い
し
て
い
る
。
①
古
田
光
子
先
生
の

「
漢
文
法
」。
②
城
田
六
郎
先
生
の
勉
強
会
評
価
（
実
施

済
み
）。
③
桜
庭
慎
吾
先
生
の
「
杜
甫
」。
④
飯
沼
一
之

先
生
の
「
以
文
会
詩
集
の
選
評
」
と
「
私
の
閨
秀
す
る

三
詩
人
」
は
目
下
実
施
中
。

　

等
々
の
勉
強
を
し
つ
つ
習
作
か
ら
秀
作
の
域
に
な

る
べ
く
努
力
を
完
全
燃
焼
さ
せ
た
い
。	

（
柴
田	

洋
）

　

北
九
州
市
在
住
の
柴
本
信
子
さ
ん
が
第
五
十
三
回

北
九
州
市
芸
術
祭
に
お
い
て
漢
詩
部
門
で
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
屋
久
島�
柴
本�
忍
冬
　
　

靑
螺
疊
處
白
雲
生
　
青
螺
畳
な
る
処�

白
雲
生
じ

峻
嶺
飛
泉
水
一
泓
　
峻
嶺
の
飛
泉�

水
一
泓

盡
日
尋
幽
淨
心
自
　
尽
日
幽
を
尋
ね
て
心
自
を
浄
め

披
襟
滿
耳
巨
杉
聲
　
襟
を
披
き
て
耳
に
満
た
す
巨
杉
の
声

　

こ
の
詩
は
神
漢
連
Ｈ
Ｐ
の
「
フ
ォ
ト
＆
漢
詩
」
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
漢
詩
初
心
者
入
門
講
座
は
、
新
聞
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
個
人
紹
介
な
ど
に
よ
り
、
応
募
者
五
十
名

と
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
教
室
の
制
約
に
よ
り
定
員

で
締
め
切
っ
た
の
は
予
想
外
で
、
神
奈
川
県
民
の
漢

詩
へ
の
期
待
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

鑑
賞
と
実
作
を
前
面
に
出
し
て
募
集
し
た
の
で
、

ほ
ぼ
半
数
の
方
が
鑑
賞
希
望
、
半
数
が
実
作
希
望
で

あ
っ
た
。
四
月
か
ら
六
回
の
講
義
で
七
月
九
日
に
終

了
し
た
。
講
義
内
容
は
、
名
詩
の
鑑
賞
、
お
よ
び
漢
詩

の
規
則
に
つ
い
て
全
員
で
聴
講
し
、
実
作
は
四
回
目

か
ら
寺
子
屋
指
導
（
先
生
一
人
に
生
徒
五
人
）
を
し
て

い
る
。
鑑
賞
希
望
の
人
も
実
作
を
熱
心
に
試
み
て
い

る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
九
期
生
の
会
と
し
て
秋
頃
に
は
サ
ー
ク
ル

を
立
ち
上
げ
、
実
作
・
添
削
の
勉
強
会
を
二
か
月
ご

と
に
行
う
予
定
で
あ
る
。
講
師
は
古
田
光
子
先
生
、

大
谷
明
史
先
生
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
月
九
日
に
講
座
が
終
了
し
、
新
た
な
吟
社
が
発

足
し
ま
し
た
。
世
話
役
代
表
者
は
山
口
幸
雄
さ
ん
が

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。	

（
中
島	

龍
一
）

以
文
会
詩
集
発
刊
・
他

七
歩
会
の
柴
本
さ
ん
金
賞
を
受
賞

初
心
者
入
門
講
座
（
九
期
生
集
う
）
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漢
詩
は
言
う
ま
で
も
な
く
漢
字
で
綴
ら
れ
た
詩

で
あ
る
。
私
が
漢
字
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
平

仮
名
が
や
っ
と
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
幼
稚
園
の

頃
だ
っ
た
。
当
時
の
新
聞
雑
誌
や
小
説
な
ど
の
多

く
は
、
旧
漢
字
に
旧
仮
名
の
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
っ

た
の
で
、
意
味
は
分
か
ら
ず
と
も
子
供
で
も
何
と

か
読
め
た
。
そ
し
て
分
か
ら
ぬ
字
が
あ
れ
ば
、
周

囲
の
大
人
や
教
師
に
訊
ね
た
も
の
だ
。

　

生
地
大
分
に
は
当
時
歩
兵
隊
と
海
軍
航
空
隊
が

あ
っ
た
の
で
、
軍
歌
つ
ま
り
漢
字
に
は
事
欠
か
な

か
っ
た
。
演
習
帰
り
の
兵
士
達
が
歌
う
「
歩
兵
の

本
領
」
な
ど
を
聴
い
て
は
、「『
萬
朶
の
櫻
か
襟
の

色
』
と
か
『
尺
餘
の
銃
』
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？
」

と
い
っ
た
調
子
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
私
が
漢
詩
に
出
会
っ
た
の
は
、
昭
和

二
十
年
旧
制
中
学
一
年
生
の
時
で
あ
る
。
四
月
入

学
後
ろ
く
に
授
業
も
受
け
ぬ
ま
ま
に
勤
労
動
員
に

駆
り
出
さ
れ
、
そ
の
八
月
に
終
戦
を
迎
え
た
。「
こ

れ
か
ら
は
生
徒
に
何
を
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
く

べ
き
か
」
と
当
時
の
教
師
達
は
暫
し
戸
惑
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
国
語
の
教
師
が
教
科
書
代
り
に
い

ち
早
く
取
り
上
げ
た
の
が
漢
詩
で
あ
っ
た
。
大
分

県
と
言
え
ば
、
ま
ず
は
日
田
が
生
ん
だ
儒
学
者
で

漢
詩
人
の
廣
瀨
淡
窓
・
旭
莊
兄
弟
の
漢
詩
だ
。
こ

の
教
師
、
早
速
淡
窓
の
「
桂
林
莊
雜
詠
示
諸
生
」
や

旭
莊
の
「
竹
」
な
ど
を
ガ
リ
版
刷
り
の
テ
キ
ス
ト
で

教
え
始
め
、
生
徒
に
諳
ん
じ
さ
せ
た
り
も
し
た
。

そ
の
後
の
漢
文
・
漢
詩
と
い
え
ば
、
中
学
三
年
ま

で
は
国
語
テ
キ
ス
ト
の
中
に
、
唐
宋
の
名
詩
な
ど

が
僅
か
な
が
ら
織
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
新
制
高

校
に
な
っ
て
か
ら
は
そ
れ
も
無
く
な
っ
た
。
爾
来

六
十
余
年
、
私
は
漢
文
・
漢
詩
と
は
無
縁
の
徒
と

な
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
平
成
二
十
四
年
四
月
、
そ
れ
ま
で
無

為
徒
食
を
続
け
て
い
た
私
は
、
友
人
の
勧
め
も

あ
っ
て
一
念
発
起
、
玉
井
幸
久
先
生
の
漢
詩
鑑
賞

講
座
を
受
講
し
始
め
、
同
時
に
玉
井
先
生
の
ご
紹

介
で
神
漢
連
主
催
の
初
心
者
入
門
講
座
（
第
六
期
）

に
も
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
漢
文
・
漢
詩
と
の
六
十
余
年
ぶ

り
の
再
会
で
あ
り
、
そ
の
上
初
め
て
漢
詩
実
作
の

道
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
後
初
心
者
入
門
講
座
（
第
六
期
）
受
講
の
仲

間
達
と
「
以
文
会
」（
論
語
、
顔
淵
第
十
二
に
依
拠
）

を
結
成
。
桜
庭
慎
吾
先
生
・
中
島
龍
一
先
生
・
池
上

一
利
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
今
な
お
麗
沢
の
友
と

し
て
詩
作
に
励
ん
で
い
る
。
更
に
は
、
桜
庭
先
生

の
ご
紹
介
で
平
成
二
十
五
年
九
月
か
ら
朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
横
浜
の
窪
寺
啓
先
生
の
漢
詩
実

作
講
座
に
入
門
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
窪
寺

先
生
の
ご
批
正
は
毎
度
感
じ
入
る
こ
と
ば
か
り
で

あ
る
が
、
こ
の
ご
教
示
の
内
容
を
常
に
拳
々
服
膺

し
、
少
し
で
も
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
。

　

と
ま
れ
、
晩
学
八
十
歳
で
歩
み
始
め
た
漢
詩
の

道
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
道
は
如
何
に
も
奥
が
深

く
て
険
し
い
。
己
の
残
年
を
考
え
る
と
、
今
後
果

し
て
何
処
ま
で
辿
れ
る
か
と
の
危
惧
も
勿
論
あ
る
。

　

し
か
し
、「
駑
馬
十
駕
」
と
い
う
菲
才
の
私
に
向

い
た（
？
）言
葉
も
あ
る
。

　

加
え
て
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
岡
崎
満
義
会
長

の
エ
ッ
セ
ー
「
漢
詩
の
す
す
め
」
の
中
の
一
節
で
あ

る
。
曰
く
、「
高
齢
者
は
孤
立
し
や
す
い
。
こ
の
先

は
『
独
り
学
び
・
独
り
遊
び
』
か
ら
『
共
学
び
・
共
遊

び
』
の
場
に
飛
び
込
ん
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
漢
詩
人

と
し
て
詩
的
な
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
（
遊
ぶ
人
）
へ

と
自
分
を
変
身
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
。

　

正
に
然
り
。
何
歳
に
な
ろ
う
と
も
常
に
こ
の
気

概
と
遊
び
心
を
忘
れ
ず
に
、
一
歩
一
歩
着
実
に
こ

の
道
を
辿
り
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

漢
詩
と
私

秋
吉�

邦
雄
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
玉
井
先
生
に

よ
る
名
詩
鑑
賞
と
そ
の
詩
に
合
わ
せ
て
描
か
れ
た
田

原
副
会
長
の
挿
入
画
、
お
よ
び
中
国
語
に
よ
る
詩
の

朗
読
に
続
い
て
の
、
会
員
の
作
品
、
エ
ッ
セ
イ
「
漢
詩

と
私
」、
講
座
の
紹
介
、
お
よ
び
初
心
者
講
座
、
総
会
、

吟
行
会
の
写
真
や
動
画
を
使
っ
て
の
紹
介
（
ト
ピ
ッ

ク
ス
欄
）
等
の
項
目
は
、
毎
月
あ
る
い
は
項
目
に
よ
っ

て
は
二
、
三
か
月
毎
に
順
調
に
更
新
さ
れ
て
閲
覧
者

も
五
千
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
新
企
画
と
し

て
昨
年
十
月
か
ら
「
金
港
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
」
と
、
二

月
か
ら
「
フ
ォ
ト
＆
漢
詩
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
欄
で
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料

を
見
な
が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

神
漢
連
の
有
志
に
よ
る
「
自
詠
自
書
の
会
」
を
発
足

さ
せ
、
標
記
の
書
道
展
が
五
月
二
十
日（
水
）よ
り
二
十

三
日（
土
）ま
で
横
浜
山
手
の
地
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

会
期
の
四
日
間
、
晴
天
に
恵
ま
れ
二
百
七
十
五
名

も
の
大
勢
の
方
々
に
ご
高
覧
頂
き
、
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
場
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
依
る
と
、
又
来
年
も
期
待
す
る
等
四
十
％
も
の

方
か
ら
激
励
を
頂
け
た
こ
と
は
私
た
ち
の
何
よ
り
の

支
え
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

今
回
の
書
展
が
き
っ
か
け
で
、
漢
詩
の
魅
力
に
気
付

か
れ
た
方
が
十
一
％
も
い
ら
し
た
こ
と
で
す
。

　

色
々
課
題
の
あ
る
中
で
、
と
も
か
く
第
一
回
展
を

成
功
裏
に
終
え
、
交
流
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、

次
回
に
繋
げ
る
基
礎
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
皆
様
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

「
金
港
こ
ん
に
ゃ
く
問
答
」
は
岡
崎
満
義
会
長
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
な
り
、
秋
吉
邦
雄
さ
ん
は
じ
め
毎

月
変
わ
る
ゲ
ス
ト
の
方
々
に
「
漢
詩
と
私
」
と
い
う
こ

と
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
て
、
漢
詩
を
始
め
た
動
機

や
日
頃
の
研
鑽
の
様
子
、
ま
た
人
生
観
や
生
甲
斐
、

趣
味
な
ど
が
動
画
を
使
っ
て
視
聴
で
き
ま
す
の
で
皆

様
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
一
方
「
フ
ォ
ト
＆
漢
詩
」
は

漢
詩
と
そ
れ
に
関
連
し
た
フ
ォ
ト
（
写
真
）
の
コ
ラ
ボ

で
す
。
漢
詩
に
写
真
が
入
る
と
詩
が
一
段
と
味
わ
い

深
く
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
方
も
是
非
ご
覧
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
作
品
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
従
来
会
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
総
会
終
了

後
石
川
忠
久
先
生
の
特
別
講
演
も
今
年
か
ら
ホ
ー
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
企
画�

飯
島�

敏
雄

第
一
回
自
詠
自
書
交
流
会
展
開
催

発
起
人
代
表
　
上
田�

尤
子

http://shinkanren.sakura.ne.jp/

※スマホからも
　見られます。
　（�動画再生には�
再生アプリが�
必要です）

トップページ

フォト＆漢詩

金港こんにゃく問答
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春
秋
戦
国
時
代
の
大
国
楚
の
興
亡
の
地
に
ひ
ろ
が

る
洞
庭
湖
。
そ
こ
に
は
、
数
々
の
神
話
・
伝
説
が
伝
わ

り
、
又
多
く
の
詩
人
達
が
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
詩
を
残

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
妖
し
く
輝
く

星
の
よ
う
に
美
し
い
詩
が
あ
り
ま
す
。
中
唐
の
詩
人

銭せ
ん

起き

（
七
二
二
―
七
八
〇
？
）
の
「
帰き

雁が
ん

」
で
、
唐
詩
選
に
も

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
詩
を
、
諸
橋
大
漢
和
辞
典
を
座
右
に
置
い
て

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
歸
雁�

銭
起
　
　

瀟
湘
何
事
等
間
回
　
瀟

し
ょ
う
し
ょ
う湘
何な

に

事ご
と

ぞ
等と

う

間か
ん

に
回か

え

る
、

水
碧
沙
朙
兩
岸
苔
　
水み

ず

碧あ
お

く
沙す

な

明あ
き

ら
か
に
両り

ょ
う
が
ん岸
苔こ

け

む
す
。

二
十
五
絃
彈
夜
⺼
　
二に

じ
ゅ
う
ご

十
五
絃げ

ん

夜や

月げ
つ

に
弾だ

ん

ず
れ
ば
、

不
勝
淸
怨
却
飛
來
　
清せ

い
怨え

ん
に
勝た

え
ず
し
て
却き

ゃ
く
ひ飛
し
て
来
る
な
ら
ん
。

　

瀟
湘
は
洞
庭
湖
の
南
の
地
方
、
瀟
江
が
湘
江
に
合
流

し
て
湖
に
注
ぐ
辺
り
で
風
光
佳
絶
の
地
。
詩
は
、
こ
の

水
碧
沙
明
の
美
し
い
土
地
を
な
お
ざ
り
に
し
て
、
春

の
雁
は
何
故
北
に
帰
る
の
か
と
問
い
か
け
、
そ
れ
は

月
夜
に
弾
く
二
十
五
絃
の
哀
し
く
さ
み
し
い
音
色
に

耐
え
か
ね
て
帰
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
結
び
ま
す
。

　

二
十
五
絃
と
は
大
琴（
瑟し

つ

）
で
、
早
速
大
漢
和
辞
典
を

開
く
と
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
漢
書
、
郊
祀
志
）
訳
し
ま
す
と
、「
上
古
の
皇
帝
伏ふ

く

羲き

が

漢
詩
鑑
賞
の
楽
し
み�

玉
井�

幸
久

神
女
に
五
十
絃
の
瑟
を
弾
か
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
音

が
あ
ま
り
に
も
の
哀
し
か
っ
た
の
で
、
割
い
て
二
十

五
絃
に
し
た
」、
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
瑟
を
弾
い
て
い
る
の
は
誰
な
の
か
？	

そ
れ

が
こ
の
詩
の
眼
目
な
の
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
分

り
ま
せ
ん
。
唐
詩
選
の
解
説
書
に
は
、
こ
の
転
句
の

解
釈
と
し
て
「
湘
妃
の
霊
が
弾
く
琴
の
音
が
…
」
と
し

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
ま
た
大
漢
和
辞
典
の
出
番
で
す
。
先
ず
湘

し
ょ
う

妃ひ

は
伝
説
の
皇
帝
舜

し
ゅ
ん

の
二
妃
の
娥が

皇こ
う

と
女じ

ょ

英え
い

の
こ
と
、

舜
を
慕
っ
て
湘
水
（
湘
江
）
に
来
り
、
そ
の
崩
御
を
聞
き

身
を
投
じ
て
湘
水
の
神
に
な
っ
た
と
分
か
り
ま
す
。
次

い
で
湘
霊
を
見
る
と
、
湘
水
の
神
と
あ
り
、
次
の
よ
う

な
楚
辞
の
句
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
楚
辞
は
楚
の
詩
賦

を
集
め
た
も
の
で
す
。「（
楚
辞
・
遠
遊
）
使
湘
霊
鼓
瑟
兮
、

令
海
若
舞
馮
夷
。（
湘
霊
を
し
て
瑟
を
鼓
せ
し
め
、
海
若
を
し

て
馮
夷
を
舞
わ
し
む
）。
」
海

か
い
じ
ゃ
く若

は
海
神
の
名
、
馮

ひ
ょ
う

夷い

は
水

神
の
名
。
よ
う
や
く
湘
霊
と
馮
夷
が
繋
が
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
湘

し
ょ
う
れ
い霊

鼓こ

瑟し
つ

を
ひ
く
と
、「
銭
起
作
、
詩
篇
の

名
、
湘
水
の
神
霊
が
瑟
を
鼓
す
る
意
」
と
あ
り
更
に

次
の
よ
う
な
面
白
い
記
事
に
出
会
い
ま
す
。（
唐
詩
記

事
）
訳
し
ま
す
と
、「
銭
起
が
科
挙
の
試
験
に
応
ず
る

為
、
故
郷
を
出
て
江
湖
（
長
江
と
洞
庭
湖
）
の
地
方
を
旅

し
て
い
た
時
の
こ
と
。
あ
る
夜
旅
館
の
庭
か
ら
『
曲

終
人
不
見
、
江
上
数
峰
青
（
曲
終
っ
て
人
見
え
ず
、
江
上
数

峰
青
し
）
』
と
歌
う
声
が
し
た
。
そ
こ
で
庭
を
見
回
し
た

が
人
影
は
無
か
っ
た
。
翌
天
宝
十
年
、
都
に
出
て
試

験
に
臨
ん
だ
と
こ
ろ
、
作
試
の
出
題
が
『
湘
霊
鼓
瑟
』

で
あ
っ
た
の
で
、
あ
の
曲
終
人
不
見
、
江
上
数
峰
青
、

の
句
を
末
尾
に
入
れ
た
詩
を
作
り
、
見
事
合
格
し
た
。

人
び
と
は
、
こ
の
句
は
鬼
謡
（
亡
霊
の
う
た
）
だ
と
噂
し

た
」、
と
し
て
そ
の
詩
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

湘
靈
鼓
瑟

善
鼓
雲
和
瑟
　
常
聞
帝
子
靈
　
馮
夷
空
自
舞

楚
客
不
堪
聽
　
苦
調
淒
金
石
　
淸
音
入
杳
冥

蒼
梧
來
怨
慕
　
白
芷
動
芳
馨
　
流
水
傳
瀟
浦

悲
風
過
洞
庭
　
曲
終
人
不
見
　
江
上
數
峰
靑

　

こ
の
出
題
は
、
前
出
の
楚
辞
の
句
か
ら
採
っ
た
も

の
に
相
違
な
く
、
当
時
の
科
挙
試
験
に
は
楚
辞
が
必

読
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

さ
て
、
当
時
の
人
び
と
は
、
銭
起
は
湘
霊
の
歌
声

を
聞
き
、
そ
れ
を
自
分
の
詩
に
入
れ
る
こ
と
で
科
挙

に
合
格
し
た
の
だ
、
と
噂
し
あ
い
こ
の
湘
霊
鼓
瑟
詩

を
争
い
読
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
冒
頭
の
詩
「
帰
雁
」

の
二
十
五
絃
の
音
の
主
は
、
読
む
人
に
は
自
明
で

あ
っ
た
の
で
す
。

　

改
め
て
こ
の
詩
を
静
か
に
口
ず
さ
ん
で
見
ま
し
ょ

う
。
水
碧
沙
明
の
美
し
い
瀟
湘
の
風
景
の
中
、
湖
面

を
渡
る
も
の
哀
し
い
琴
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
す
。
そ
の
中
で
、
北
に
向
っ
て
飛
び
去
る
雁
の
影

が
い
っ
そ
う
寂
し
さ
を
引
き
立
て
、
何
故
帰
っ
て
し

ま
う
の
？	

と
い
う
湘
霊
の
声
ま
で
聞
こ
え
て
来
そ

う
で
す
。
詩
は
、
妖
し
く
美
し
い
神
話
伝
説
の
世
界

に
、
読
む
人
を
誘
い
厭
か
せ
ま
せ
ん
。

　

窪
寺
貫
道
先
生
の
「
辞
書
は
読
む
も
の
」
の
教
え
を

実
践
し
て
得
ら
れ
る
、
漢
詩
読
み
の
至
福
の
時
で
す
。

神奈川県漢詩連盟会報  第 18 号 漢詩神奈川 平成 27（2015）年 7 月 31 日

10



漢
連
関
係
者
の
刊
行
本
の
紹
介

◎
石
川	

忠
久	

著

　

『
漢
詩
の
稽
古
』（
一
八
〇
〇
円
）	

大
修
館
書
店

◎
窪
寺	
啓（
号	

貫
道
）	

著

　

『
同
塵
舍
詩
話　

第
二
集
』（
二
〇
〇
〇
円
）	

同
塵
舍

　

問
合
せ　

斯
文
会
館
ま
た
は
松
雲
堂
へ

◎
大
谷	

明
史	

著（
三
水
会
）

　

『
渋
沢
敬
三
と
竜
門
社
』

　
　

「
伝
記
資
料
編
纂
所
」
と
「
博
物
館
準
備
室
」
の
日
々

	

（
二
八
〇
〇
円
）	
勉
誠
出
版

◎
岡
崎	

勝
郎	

著（
三
水
会
）

　

『
下
北
沢
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
』（
一
五
〇
〇
円
）

	

右
文
書
院

◎
礒
野	

衞
孝	

著（
前
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
連
理
事
）

　

『
壺
中
詩
藻
』（
個
人
詩
集
）

◎
川
上	

天
山	

編

　

『
韻
字
平
仄
便
覧
』	（
二
〇
〇
〇
円
）

　

増
刷
が
で
き
ま
し
た
。
漢
詩
作
詩
者
必
携

　

問
合
せ　

川
上	

修
己

　
　

Email:kwkm23312@tbz.t-com.ne.jp

三
吟
社
詩
集
発
行

　

好
文
会
『
好
文
会
詩
集
』（
十
七
号
で
報
告
）

　

以
文
会
『
以
文
会
詩
集
』（
二
十
七
年
四
月
発
行
）

　

詩
游
会
『
箱
根
吟
行
会
詩
集
』

（
平
成
二
十
七
年
四
月
発
行
）

26年度決算・収支内訳 27年度予算
経常
収支

収入 354,000 年度会費 収入 年度会費 小計 340,000
支出 496,779 総会・会報・日常経費・他 行事参加費 初心者入門講座受講料等 160,000
収支 -142,779 研修会 45,000

事業
収支

収入 140,500 初心者入門講座 懇親会・吟行会・Ｃ交流会 800,000
45,500 研修会 小計 1,005,000

751,000 懇親会・吟行会・Ｃ交流会 その他収入 佩文齋七絶詩抄頒布代 50,000
937,000 同上講義受講料 100,000

支出 108,004 初心者入門講座 全漢連HP運用支援料 60,000
42,844 研修会 小計 210,000

711,481 懇親会・吟行会・Ｃ交流会 収入合計 1,555,000
862,329 支出 経常支出 総会・会報・他経常経費� 小計 532,000

収支 74,671 行事費 初心者入門講座 100,000
臨時
収支

収入 571,407 刊行物頒布代・寄付・他 研修会 45,000
支出 644,669 刊行物印刷代・頒布費用・他 懇親会・吟行会・Ｃ交流会 800,000
収支 -73,262 佩文齋七絶詩抄講義 100,000

27年
先行
収支

収入 354,000 27年度会費・行事参加費 小計 1,045,000
支出 64,803 27総会案内・行事費用準備 その他支出 10周年記念行事企画活動費 50,000
収支 289,197 総会講演会テープ起し代 17,000

総計 収入 2,216,407 小計 67,000
支出 2,068,580 支出合計 1,644,000

【年度収支】� 147,827 【年度収支】 -89,000
【期末口座残高】　前期524,479＋26収支＝672,306 【期末口座残高】　期首672,306-89,000-26先納＝ 229,306

平成26年度決算報告および27年度予算案

漢
詩
募
集
の
お
知
ら
せ

ま
だ
間
に
あ
う
応
募
し
よ
う

公
益
財
団
法
人
　
孔
子
の
里

◇
応
募
料　

無
料

◇
締　

切　

八
月
十
一
日

◇
テ
ー
マ　

「
川
」
ま
た
は
「
湖
」
一
人
二
作
ま
で

◇
応
募
先

　

〒
846-

0031	

佐
賀
県
多
久
市
多
久
町
１
８
４
３-

３

　
　

公
益
財
団
法
人
孔
子
の
里

　
　

漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト
係

◇
詳　

細　

http://www.ko-sinosato.com/

◇
主　

催　

佐
賀
県
多
久
市
教
育
委
員
会

◇
後　

援　

多
久
市
文
化
連
盟

静
岡
県
富
士
山
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

◇
応
募
料　

無
料

◇
締　

切　

九
月
三
十
日

◇
テ
ー
マ　

	
題
は
「
富
士
山
」
ま
た
は
「
富
士
山

に
関
わ
る
も
の
」
一
人
一
首
（
二
首

以
上
は
全
て
失
格
）

◇
応
募
先

　

〒
420-

8601	

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
追
手
町
９
番
６
号

　
　

静
岡
県
文
化
・
観
光
部
富
士
山
世
界
遺
産
課

　
　

広
報
・
交
流
班

◇
詳　

細

　

http://www.pref.shizuoka.jp/bunka/bk-223/

　

fujisannohi/kanshicontest.html
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編
集
後
記

今
回
も
朝
日
新
聞
の
天
声
人
語
か
ら
引
用
さ
せ
て

頂
く
。
六
月
二
十
六
日
付
の
記
事
に
和
歌
山
電
鉄
貴

志
駅
の
三
毛
猫
駅
長
「
た
ま
」
の
訃
報
に
つ
い
て
記
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
前
段
と
し
て
南
宋
の
陸
游
の
詩

「
猫
に
贈
る
」
の
詩
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
井

波
律
子
「
中
国
名
詩
集
」
に
あ
る
と
い
う
。
筆
者
の
書

棚
に
は
な
い
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み

た
。
二
箇
所
に
見
つ
け
た
。
読
み
下
し
文
と
解
釈
が

微
妙
に
異
な
る
の
で
白
文
の
み
を
記
す
。

　
裹
鹽
迎
得
小
狸
奴
　
　
盡
護
山
房
萬
卷
書

慚
愧
家
貧
策
勳
薄

寒
無
氈
坐
食
無
魚

猫
に
対
す
る
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
詩
で
あ
る
。

も
う
一
つ
紹
介
し
ょ
う
。
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
横
浜

の
会
員
の
詩
集
「
濱
盟
鷄
肋
」
第
八
集
よ
り
、
本
連
盟

の
会
長
岡
崎
満
義
さ
ん
の
詩
で
あ
る
。
詩
題
「
猫
兒
」

　
美
毛
肥
肚
一
身
柔
　
美
毛
肥
肚
　
一
身
柔
か
く

　
日
食
佳
肴
閑
自
偸
　
日
び
佳
肴
を
食
し
閑
自
か
ら
偸
む

　
夜
臥
溫
室
忘
捕
鼠
　
夜
は
温
室
に
臥
し
鼠
を
捕
う
を
忘
る

爪
牙
無
用
不
知
憂
　
爪
牙
無
用
憂
い
を
知
ら
ず

最
近
の
猫
は
鼠
の
天
敵
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
今
回
の
十
八
号
は
十
二
ペ
ー
ジ
に
縮
小

し
た
。
い
つ
も
記
載
し
て
い
る
石
川
先
生
の
講
演
録

は
Ｈ
Ｐ
に
音
声
で
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
Ｃ
Ｄ
版
を

販
売
す
る
こ
と
に
も
し
た
。
新
し
い
行
事
と
し
て
漢

詩
鑑
賞
会
Ｃ
「
七
絶
一
歩
」
が
六
月
よ
り
始
ま
り
当
連

盟
の
活
動
も
活
発
に
進
行
し
て
い
る
。
会
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。
更
に
後
半
の

行
事
に
も
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
す
る
。

（
香
取
、
川
上
、
中
島
、
三
村
、
吉
岡
）

二
十
七
年
度
後
半
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
入
し
ま
し
ょ
う

●
秋
の
研
修
会（
春
と
同
様
に
選
句
方
式
で
行
い
ま
す
）

第
一
グ
ル
ー
プ

十
月
十
六
日(

金
）

第
二
グ
ル
ー
プ

十
月
二
十
日（
火
）

第
三
グ
ル
ー
プ

十
月
二
十
八
日（
水
）

場

所

神
奈
川
県
近
代
文
学
館

二
階

中
会
議
室

午
後
一
時
よ
り
五
時
ま
で

参

加

申

込

本
会
報
に
同
封
し
た
詩
稿
用
紙
に
作
品
を
記
載
の
上
、
希
望
日
も
記
入
し
て

左
記
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

詩
稿
提
出
先

〒
216-
0033

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎
六
─

五
─

九
十
二

中
島
龍
一

宛

提

出

締

切

九
月
十
九
日（
土
）

先
着
優
先

●
東
京
都
漢
詩
連
盟
・
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
合
同
吟
行
会

本
年
度
は
東
京
都
漢
詩
連
盟
と
合
同
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

・
日

時

九
月
二
十
六
日（
土
）

十
一
時
〜
十
六
時

・
集

合

場

所

上
野
動
物
園

表
門
入
口

動
物
園
は
九
時
半
か
ら
開
園
し
て
い
ま
す
の
で
自
由
に
入
園
頂
き
、

午
前
十
一
時
に
表
門
に
ご
集
合
く
だ
さ
い

・
会
食
及
び
懇
親
会

「
上
野
精
養
軒
」

石
川
先
生
、
窪
寺
先
生
が
参
加
さ
れ
ま
す

・
柏

梁

体

吟
題
韻
字
に
よ
る
平
仄
不
問
の
七
言
一
句

任
意
提
出
で
す
が
懇
親
会
場
で
優
秀
句
を
選
出
し
ま
す

・
申

込

み

同
封
振
込
用
紙
に
て
参
加
費
を
お
振
り
込
み
い
た
だ
く
こ
と
で

受
付
と
し
ま
す
。
当
日
振
込
控
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

・
参

加

費

八
〇
〇
〇
円

・
申

込

み

期

限

八
月
三
十
一
日（
月
）

●
鑑
賞
会
Ｃ
「
七
絶
一
歩
」
今
後
の
日
程

「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」
の
鑑
賞
会

第
二
回

七
月
二
十
八
日（
火
）

第
三
回
八
月
二
十
五
日（
火
）

第
四
回
九
月
二
十
九
日（
火
）

場
所

近
代
文
学
館
大
ホ
ー
ル

九
月
二
十
九
日
は
公
文
書
館（
相
鉄
線
の
二
俣
川
）で
す
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